
 (1)               教 会 だ よ り    2024(令和6)年1月(第559号) 

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

正教会では、新年祈祷の福音としてルカによる福音書4章16節から

21節が読まれる。ある安息日に会堂で行われていた祈祷に参祷したイイススが、預言

者イサイヤの巻物をわたされ、開いて読み上げ、巻物を閉じ（掩い）、そしてその聖

句が、今、成就したと説かれた箇所である。イイススは、単なる人間ではなく「神が

人となったお方」である。つまり、昔モイセイに十戒を刻んだ石版を授与した神が、

今人として神の言葉（イサイヤの預言）を人々に語りかけたのである。 

「主の神゜我に在り、蓋、彼は我に膏して、貧しき者に福音せしめ、 

 我を遣して、心の傷める者を医し、…主の 禧  年を伝えしめたり」 

この中に「主の禧年」という言葉がある。原語では「主に受け入れられる年」「主

に喜んでもらえる年」というニュアンスがある。「禧」という漢字には「神から福を

授かり喜び祝う事 」という意味合いがある。今年一年も、神に喜ばれるような年にな

るよう、すなわち神の祝福があるよう、初詣に教会に来て新年祈祷に参祷しよう。(D) 
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昔シナイ山に於て石板を書ししハリストス神よ、爾、

親ら今も身を以てナザレトの邑に在りて、預言の書を

受けて之を読み、之を掩いて、人々に爾の事を録せる

書の應いしを教え給えり。 ──新年の奉事・晩課── 

敬 頌 新 禧 

しん あぶら 

つかわ いや よろこばしきとし 

みずか まち 

おお 

かな 
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「
サ
キ
ハ
フ
」
年
に 

 
 
 
 
 

長
司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明 

  

「
幸

福(

さ

い

わ

い
）
」
と

い

う

言

葉

は
、
あ
る
語
源
研
究
者

に
よ
れ
ば
、
「
花
が
咲

く
」
の
「
さ
く
」
か
ら

来
て
い
て
、
も
と
も
と
「
サ
キ
ハ
フ
」
と
言
っ

て
い
た
ら
し
い
。
満
開
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
と
い
う
。
「
サ
キ
」
は
「
幸
（
サ
チ
）
」
に

も
転
化
し
た
。
「
盛
り
」
も
「
栄
え
」
も
同
じ

く
「
咲
く
」
が
語
源
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

満
開
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
た
と
え
一
輪

で
も
い
い
か
ら
、
今
年
一
年
の
間
に
「
幸
せ
の

花
」
が
「
サ
キ
ハ
フ
」
こ
と
を
願
い
た
い
。
も

ち
ろ
ん
願
い
求
め
る
相
手
は
、
唯
一
の
神
・
主

で
あ
る
。
今
年
も
「
主
の
祝
福
」
を
心
か
ら
求

め
て
「
主
、
憐
れ
め
よ
」
と
熱
心
に
祈
り
続
け

る
年
に
し
よ
う
。 

 

「
主
の
祝
福
こ
そ
、
信
仰
深
い
人
の
受
け
る

報
い
な
の
だ
。
主
は
、
幸
せ
の
花
を
、
速
や
か

に
咲
か
せ
て
く
だ
さ
る
。
」 

 
 
 
 

（
シ
ラ
書
〔
集
会
の
書
11
章
22
節
） 

新
年
の
ご
挨
拶 執

事
長 

ア
キ
ラ 

笹
川 

皓 

 

救
主
の
ご
聖
誕
と
新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
皆
様
か
ら
多

大
な
ご
協
力
と
ご
支
援
を
受
け
、
教
会
の
様
々

な
奉
事
や
行
事
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
五
類

や
様
々
な
感
染
症
の
流
行
も
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
お
互
い
に
注
意
し
な
が
ら
仙
台
正
教
会
の

た
め
に
、
聖
歌
隊
・
婦
人
会
・
方
舟
会
・
信
徒

の
方
々
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

現
在
、
仙
台
正
教
会
は
勿
論
、
東
日
本
教
区

も
抱
え
、
様
々
な
行
事
の
中
心
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
行
事
予
定
も
大
分
変
わ
り
ま
す
の
で
、

「
教
会
だ
よ
り
」
の
執
事
会
報
告
と
行
事
予
定

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
て
、
参
祷
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

方
舟
会
よ
り
年
頭
の
挨
拶 

 
 
 

方
舟
会
会
長 

イ
サ
イ
ヤ 

木
村
浩
大 

救
主
の
ご
降
誕
を
お
祝

い
し
、
あ
わ
せ
て
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

方
舟
会
で
は
、
昨
年
末
に
恒
例
の
ツ
リ
ー
の

電
飾
か
ざ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
部
電
飾
部

品
の
老
朽
化
に
よ
り
、
例
年
と
は
異
な
る
飾
り

つ
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
、
例
年
以
上
の
出
来
映
え
と
な
り
ま
し

た
。 

 

無
事
に
飾
り
つ
け
は
終
え
た
も
の
の
、
会
員

の
高
齢
化
に
よ
り
、
年
々
、
高
所
作
業
の
困
難

さ
を
痛
感
し
ま
す
。
今
、
方
舟
会
の
諸
行
事
、

「
若
手
信
徒
の
参
加
」
が
必
要
で
す
。 

 

ご
都
合
の
よ
い
行
事
の
み
の
参
加
で
結
構
で

す
。
「
男
性
信
徒
全
員
が
方
舟
会
の
会
員
だ
」

と
思
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
奉
仕
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
み
ん
な
で

ご
奉
仕
す
る
こ
と
の
喜
び
」
を
分
か
ち
合
い
ま

せ
ん
か
。 
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謹
ん
で
新
春
の
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す 

婦
人
会
長 

ナ
デ
ジ
ダ
清
水
彩
子 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す

る
と
と
も
に
、
教
会
の

奉
事
や
行
事
も
通
常
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
教
会
に
人
が
戻

り
奉
仕
活
動
に
も
活
気
が
戻
る
の
が
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
、
ま
る
で
暗
い
夜
か
ら
の
夜
明
け

を
見
る
よ
う
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 

婦
人
会
と
し
て
は
一
丸
と
な
っ
て
、
そ
の
新

し
い
時
代
と
新
し
い
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
、

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
「
何
も
お

手
伝
い
（
奉
仕
）
出
来
な
い
か
ら
…
」
と
仰
っ

て
教
会
に
足
が
向
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
方
も
い
る
、
と
お
聞
き
し
ま
す
。
で
す

が
、
「
あ
な
た
を
教
会
で
見
か
け
る
の
が
嬉
し

い
の
、
あ
な
た
は
い
る
だ
け
で
い
い
の
」
と
言

わ
れ
た
ご
経
験
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
は

心
の
中
で
必
ず
「
あ
の
人
が
今
日
来
て
る
、
嬉

し
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
祷
す
る
だ
け
で

私
達
の
心
を
温
め
る
愛
の
奉
仕
で
す
。
皆
で
参

祷
し
て
、
仙
台
教
会
が
地
上
の
天
国
に
な
る
よ

う
努
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

聖
歌
隊
と
し
て
新
年
に
思
い
立
つ
こ
と 

聖
歌
隊 

ニ
コ
ラ
イ
本
多
弘
明 

 

明
け
ま
し
て
お
め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す
。 

 

ご

承

知

の

よ

う

に
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
で
は
今
年
は
龍
の
年
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
空
に
現
れ
る

と
い
う
瑞
獣
「
龍
（
リ
ュ
ウ
）
」
の
存
在
を
、

大
陸
か
ら
伝
え
聞
か
さ
れ
た
古
代
の
日
本
人

は
、
そ
の
漢
字
に
「
た
つ
」
と
い
う
読
み
を
与

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
目
出
た
い
も
の
が
現
れ
る

こ
と
を
「
た
つ
」
と
い
っ
て
寿
い
だ
か
ら
で

す
。
例
え
ば
、
虹
が
「
立
つ
」
と
い
う
よ
う

に
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
の
洗
礼
に
よ
る
「
現
れ
」
と
し

て
の
「
神
現
」
を
祝
う
気
持
ち
と
共
通
す
る
感

覚
を
、
私
達
日
本
人
も
祖
先
か
ら
確
か
に
受
け

継
い
で
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

聖
歌
隊
は
、
今
年
も
そ
の
神
現
祭
か
ら
始
ま

る
十
二
大
祭
や
諸
奉
事
を
お
支
え
す
る
た
め
気

持
ち
新
た
に
思
い
「
立
つ
」
人
々
の
群
れ
で
あ

り
続
け
た
い
。
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

マ
ト
フ
ェ
イ
土
田
兄
に
よ
る
新
完
本
。

論
考
、
エ
ッ
セ
イ
、
翻
訳
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
音
楽
の
演
奏
と
は
何
か
を
横

軸
に
、
正
教
の
精
神
性
が
縦
軸
に
織
り
込

ま
れ
て
い
る
好
著
。
付
録
の
シ
リ
ア
の
聖

イ
サ
ア
ク
と
ニ
コ
ラ
イ
・
メ
リ
ニ
コ
フ
の

翻
譯
は
是
非
と
も
読
ん
で
欲
し
い
。 

図
書
案
内 

 

溢
奏 

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
聴
く
演
奏
の
極
意 

 

弾
く
こ
と
の
意
味
を
求
め
る
あ
な
た
へ
贈
る 

 

精
神
的
な
道
し
る
べ 

 
 
 
 
 
 

マ
ト
フ
ェ
イ
土
田
定
克 

編
著 

お
求
め
は
各
自
、
書
店

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で 

発
行 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ス 



    

 

12
月
24
日
㈰
、
降
誕
祭
前
の
主
日
聖
体
礼
儀
後

に
、
一
日
早
く
ク
リ
ス
マ
ス
・
テ
ィ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
何
年

も
こ
の
よ
う
な
会
食
を
中
止
し
て
き
た
が
、
例
年

の
よ
う
な
規
模
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
さ
さ
や

か
で
も
こ
の
よ
う
な
祝
賀
を
行
う
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
、
主
の
摂
理
と
受
け
留
め
て
、
改
め
て
感

謝
し
た
い
。
長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
の
挨

拶
、
ア
キ
ラ
笹
川
執
事
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、 

テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
で
ア
ル
コ
ー

ル
類
は
出
な
か
っ
た
が
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
婦
人

会
が
用
意
し
た
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
で
軽
食
を

取
っ
た
後
、
余
興
も
行
わ
れ
た
。
司
会
は
ニ
コ
ラ

イ
本
多
兄
。
最
初
に
水
口
神
父
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
に
因
ん
だ
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、
正
解
数
別
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ス
テ
フ
ァ
ン

高
橋
兄
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
、
イ
オ
ア
ン
高

橋
兄
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
の

ギ
タ
ー
伴
奏
に
よ
る
合
唱
、
そ
し
て
聖
歌
隊
に
よ

る
歌
の
時
間
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
約
束
ど
お
り

や
っ
て
来
た
。 

 

そ
の
日
の
夕
方
5
時
か
ら
、
降
誕
祭
徹
夜
祷
が

行
わ
れ
、
祈
祷
後
に
は
参
祷
者
に
き
ぼ
う
園
特
製

の
ク
ッ
キ
ー
と
神
父
作
成
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

が
配
ら
れ
た
。 
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婦人会、方舟会、聖歌隊に対
して、12月24日に降誕祭のお
祝いが贈呈されました。 

11月22日㈬昆守兄宅を
訪問し、廻家祈祷と平
癒祈祷を行いました。 

11月17日㈮仙台青葉消防署
の立入調査が行われ、すべ
て良好との結果を得ました。 



  

降
誕
祭 

 

中
新
田
正
教
会
で
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
一
足
早
く

降
誕
祭
の
奉
神
礼
が
行
わ
れ
、

12
月
16
日
㈯
の
夕
方
5
時
よ

り
祭
日
前
晩
祷
が
執
り
行
わ
れ

た
。
晩
堂
大
課
に
つ
づ
い
て
リ

テ
ィ
ヤ
の
祈
り
を
し
、
五
餅
の

祝
福
が
行
わ
れ
た
。 

 

祈
祷
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
中
止
し
て
い

た
祝
賀
会
も
さ
さ
や
か
な
な
が
ら
開
催
さ
れ
、

22
名
の
参
加
者
で
ク
リ
ス
リ
マ
ス
を
祝
っ
た
。

会
の
中
で
、
水
口
神
父
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち

な
ん
だ
ク
イ
ズ
が
７
問
も
出
さ
れ
、
か
な
り
難

し
い
と
思
わ
れ
た
も
の
の
、
全
問
正
解
の
方
も

数
名
お
ら
れ
、
ち
ゃ
ん
と
司
祭
の
説
教
に
耳
を

傾
て
い
る
お
方
が
お
ら
れ
る
証
と
な
っ
た
。 

 

翌
17
日
㈰
に
は
降
誕
祭
の
聖
体
礼
儀
を

行
っ
た
。
ま
た
祈
祷
後
、
一
年
祭
を
迎
え
た

オ
リ
ガ
村
山
姉
と
ア
ン
ナ
佐
藤
姉
の
パ
ニ
ヒ

ダ
も
行
わ
れ
た
。 
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加美町社会福祉協議会に教会として長年に亘って寄

付を行ってきたことに対して、感謝状が贈られた。 

 
12
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰
に
か
け
て
ダ
ヴ
ィ
ド

水
口
神
父
が
白
河
正
教
会
を
巡
回
し
、
白
河
聖

堂
の
堂
祭
で
あ
る
生
神
女
進
堂
祭
を
一
日
早
め

て
御
祝
い
し
た
。
ま
た
祈
祷
の
前
に
は
、
金
沢
大

学
の
学
生
が
一
人
、
白
河
聖
堂
の
イ
コ
ノ
ス
タ
ス

を
研
修
対
象
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
来
白
し
、

水
口
神
父
が
一
つ
一
つ
の
イ
コ
ン
の
テ
ー
マ
や
特

徴
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。 

 

3
日
の
祭
日
聖
体
礼
儀
の
後
、
昼
食
後
の
勉

強
会
と
し
て
、イ
コ
ノ
ス
タ
ス
の
イ
コ
ン
の
中
で

数
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
お
話
が
な
さ
れ
た
。

白
河
の
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
の
イ
コ
ン
に
は
珍
し
い
も

の
が
多
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。中
で
も

「
会
話
（Б

есед
а

）
の
イ
コ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
生

神
女
マ
リ
ヤ
と
奇
跡
者
聖
ニ
コ
ラ
イ
が
、教
会
管

理
人
ゲ
オ

ル
ギ
イ
と

話
し
て
い

る
テ
ン
ペ

ラ
画
の
イ

コ
ン
は
注

目
に
値
す

る
。  
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1月聖名日 

モレーベンのご案内 

1月14日㈰ 聖体礼儀後 

▲克肖女聖メラニヤ ▲聖ユリアニヤ 

 今月の聖名日モレーベンは
都合により第二日曜日に行い
ます。                 

 聖    名 氏    名（敬称略） 

1/1 ボニファティ（タルスの聖致命者） 鈴木勇司 

1/4 アナスタシヤ（聖致命女解繋者） 山田三穂子、増子陽子 

1/9 聖使徒聖致命者首輔祭ステファン 板橋勝一郎、後藤邦彦 
今野芳明、高橋嘉彦 

1/14 聖王ダヴィド【旧暦降誕祭後の主日】 
水口優明神父、木村史之、若松亮一、
小堀一成 

1/12 アニシヤ（ソルンの聖致命女） 横山夏実 

1/13 メラニヤ（ロマの克肖女） 熊谷順子 

1/14 聖大ワシリイ 伊藤亮介、大場 貴、鈴木孝治 

1/15 ユリアニヤ（ラザレフスク） 鈴木一子 

1/20 前駆授洗イオアン（会聚祭） 
大立目謙朗、佐々木一志、山田義樹 
清水 格 

1/21 カルテリィ（神品致命者） 横山一平 

1/25 タチアナ（ロマの聖致命女） 飯塚順子、遠藤好恵、菅原加奈 
恩田貴子、寺嶋タチアナ 

1/27 ニーナ 
（グルジヤの教化者亜使徒聖女） 

遠藤真理子、石山菜美、葛西いずみ 
勝又冴、木村仁美、今野未来、松原ミヱ 
鈴木えみ子、太田さつ子 

婦
人
会
・
方
舟
会
よ
り 

○
1
月
7
日
㈰
祈
祷
後
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ツ
リ
ー
の
片
づ
け
作
業
を
行
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
奉
仕
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
1
月
14
日
㈰ 

婦
人
会
新
年
会 

会
費
千
円 

申
込
は
ナ
デ
ジ
ダ
清
水
会
長
ま
で 

※ 

該
当
の
方
は  

 
 

仙
台
教
会
ま
で 

 
 

  

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

消 
 

息 

  

・
永
眠 

十
二
月
二
十
日 

 

マ
ト
フ
ェ
イ
横
山 

毅 

兄
（
91
歳
） 

 
 
 

永
遠
の
記
憶
【
仙
台
正
教
会
】 

二
十
歳
の
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 
 

２
０
２
４
年
1
月
14
日
㈰ 

 

 
 

聖
体
礼
儀
の
後
、
聖
名
祭
と
併
せ
て 

 
 

二
十
歳
の
〔成
人
年
齢
が
変
更
に
な
っ
た
た 

 
 
 

め
、
名
称
を
「二
十
歳
の
」に
変
更
し
ま
し
た
〕 

 
 
 

感
謝
祈
祷
を
行
い
ま
す
。 
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令
和
五
年
12
月
5
日
㈫ 

 
 

14
時
～
15
時
10
分 

３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

・
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
の
荷
物
の
引
越
お

よ
び
部
屋
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
す

で
に
生
活
の
拠
点
は
東
京
に
移
ら
れ
た
。 

 

ま
た
、
主
教
室
お
よ
び
司
祭
室
の
ト
イ
レ
の

配
管
接
合
部
分
か
ら
、
わ
ず
か
に
水
漏
れ
し
て

い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
の
で
速
や
か
に
修
繕
を

行
う
。 

 

主
教
用
祭
服
を
保
管
す
る
専
用
の
タ
ン
ス
を

東
京
の
座
下
に
贈
る
こ
と
に
し
た
。 

・
代
表
役
員
と
し
て
水
口
神
父
が
任
命
さ
れ
た

（
11
月
21
日
付
）
。
法
務
局
に
変
更
の
登
記
手

続
き
を
行
う
（
後
日
、
完
了
）
。 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
残
り
の
工
事
が
行
わ
れ

た
。
な
お
保
全
点
検
料
が
値
上
が
り
し
、
契
約

を
再
更
新
し
た
。 

・
フ
ォ
ー
バ
ル
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
ハ

ブ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
た
（
契
約
を
再

更
新
。
ほ
ん
の
少
し
だ
け
値
上
が
り
し
た
）
。 

・
消
防
署
に
よ
る
立
入
調
査
が
行
わ
れ
た
（
11

月
17
日
）
。
す
べ
て
良
好
と
の
返
答
。 

・
会
計
報
告 

収
益 

 

12
月
よ
り
リ
メ
イ
ク
着
物
が
再
開
し
、
新
た

に
貸
室
契
約
を
交
わ
し
た
。  

⑴ 

降
誕
祭
に
つ
い
て 

 

ク
リ
ス
マ
ス
・
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
方
舟
会
に
よ
る
会
場

設
営
（
当
日
の
朝
）
、
会
の
進
行
や
余
興
も
練

ら
れ
て
い
る
。  

⑵ 

成
人
式
に
つ
い
て 

 

仙
台
市
で
は
名
称
が
「
は
た
ち
の
集
い
」
に

変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
、
教
会
も
こ
れ
に
な
ら

い
、
「
二
十
歳
の
モ
レ
ー
ベ
ン
」
と
す
る
。  

⑶ 

主
の
洗
礼
祭
・
大
聖
水
式 

 

 

聖
水
汲
み
の
方
法
に
つ
い
て
、
昨
年
と
同

様
、
柄
杓
は
使
用
せ
ず
、
サ
ー
バ
ー
を
使
っ
て

一
人
ず
つ
容
器
に
入
れ
る
。  

    
 ○

聖
堂
献
金 

五
万
二
千
百
三
十
三
円 

○
感
謝
献
金 

一
万
二
千
円 

 

佐
藤
慶
一 

一
万
円 

 
小
野
不
三
江
（
静
岡
） 

三
千
円 

山
田
喜
美
雄
（
聖
名
祭
） 

二
千
円 

高
橋
文
彦
（
聖
名
祭
） 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

八
文
字
積
子 

三
千
円 

横
山
美
貴
子 

○
降
誕
祭
献
金 

五
万
円 

木
村
幸
子
（
東
京
） 

一
万
円 

木
村
良
治
、
本
多
弘
子
・
真
敏
、
入
野
武 

 
 
 
 

彦
、
東
海
林
と
し
え
（
東
京
）
、
土
田
定 

 
 

 
 
 
 

克
、
山
田
喜
美
雄
、
山
村
清
子
、
高
橋
昌 

 
 
 
 

文
、
岡
崎
た
い
子
、
横
山
毅 

八
千
円 

高
橋
聡
樹 

五
千
円 

鈴
木
三
千
代
、
鈴
木
え
み
子
、
本
多
弘
明 

平
塚
裕
・
郁
子
、
平
塚
喜
美
子
、
服
部
幸

枝
、
八
文
字
積
子
、
大
立
目
謙
直
、
太
田
ち

え
子
、
村
井
恵
子
、
増
子
陽
子
、
清
水
格
・

彩
子
、
水
口
敦
子
、
勝
又
禮
子
、
山
本
理
恵

子
、
山
田
弘
子
、
山
中
由
美
、
山
寺
し
ち

よ
、
笹
川
晧
、
笹
川
純
子
、
佐
藤
幾
久
子
、

高
橋
清
太
、
高
橋
英
俊
、
古
田
直
子
、
熊
谷

道
子
、
熊
谷
経
光
、
加
藤
進
、
岡
多
喜
子
、

横
山
望
、
遠
藤
正
義
、
永
沢
正
輝
、
永
元
道

子
、
岡
部
歯
科
、
熊
谷
天
津
子
、
千
葉
温
、

内
海
エ
レ
ナ 

四
千
円 

菅
原
き
み
子
・
伸
幸 

三
千
円 

鈴
木
和
夫
、
平
塚
清
、
渡
辺
幸
子
、
大
立 

目
潤
子
、
大
泉
巌
、
太
田
信
、
西
海
枝
康

子
、
若
松
亮
一
、
笹
川
久
美
、
佐
藤
明
彦
、

高
橋
哲
郎
輔
祭
、
高
橋
紀
武
、
高
橋
ゆ
り
、

及
川
聡
子
、
恩
田
修
、
岡
崎
文
子
、
横
山
美

貴
子
、
伊
藤
治
男
、
伊
藤
光
子
、
コ
マ
ロ

フ
・
セ
ル
ギ
イ
、
千
葉
真
貴
、
永
元
亜
紀

子
、
佐
々
木
隆
、
高
橋
嘉
彦 

二
千
円 

遊
佐
な
み
子
、
渡
辺
ひ
ろ
子
、
山
田
恵
津 

 
 
 
 

子
、
高
橋
文
彦
、
権
藤
順
子
、
吉
田
光
一 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
千
円 

勝
又
禮
子 

三
千
円 

遊
佐
な
み
子
、
本
多
弘
明
、
四
津
純
、 

 
 
 
 

笹
川
晧
、
永
元
道
子
、
佐
治
美
智
子 

一
千
円 

飯
塚
順
子
、
佐
藤
明
彦
、
高
橋
紀
武
、 

 
 
 
 

古
田
直
子
、
岡
崎
雄
俊 

 
 

献 

金 

報 

告 

（5
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1
日
㈪ 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

（
深
夜
0
時
） 

 
 
 
 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

（
午
前
11
時
） 

 

6
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み
で
す 

 

第
6
調 

7
日
㈰ 

第
31
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 
 
 
 
   

書
札 

コ
ロ
サ
イ 

 
 

3:

4-

11 

 
 
 
 
 
   

福
音 

ル
カ 

 
 
 
 
  

17:

12-

19 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
第
29
主
日
分
】 

 

※
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
片
付
け  

6
～
7
日
水
口
神
父
白
河
正
教
会
出
張 

 
 
 

6
日
㈯
18
時 

降
誕
祭
徹
夜
祷 

 
 
 

7
日
㈰
10
時 

主
の
降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

 

9
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
14
時
～
） 

 

13
日
㈯ 

主
日 

祭
日
徹
夜
祷 

第
7
調
（
17
時
） 

14
日
㈰ 

主
の
割
礼
祭
・
聖
大
ワ
シ
リ
イ
祭 

 
 
 
 

聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

書
札 

コ
ロ
サ
イ  

2:

8-

12 

 
 
 
 

福
音 

ル
カ 

2:

20-

21
、
40-

52 

 
 
 

▼
聖
名
日
・
二
十
歳
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 
 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 
 
 

◎
婦
人
会
（
新
年
会
）
・
方
舟
会 

14
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

20
日
㈯ 

祭
日
徹
夜
祷 

祭
日
調 

（
17
時
） 

21
日
㈰ 

神
現
祭
聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

 
 
 
 

書
札 

テ
ィ
ト 

2:

11-

14
、
3:

4-

7 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

 

3:

13-

17 
            

26
～
27
日
水
口
神
父
中
新
田
正
教
会
出
張 

 
 

26
日
㈮ 

16
時 

勉
強
会
／
17
時 

前
晩
祷 

 
 

27
日
㈯  

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀 

 
 
 
 
 
 
 

大
聖
水
式
・
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

27
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
1
調 

（
17
時
） 

28
日
㈰ 

神
現
祭
後
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

書
札 
エ
フ
ェ
ス     

4:

7-

13 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

 

4:

12-

17 

  

◎
ミ
ニ
講
話 

 

  

●
聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 
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1
月
行
事
・

奉
事
予
定 

今
年
は
神
現
祭
を
二

日
ず
ら
し
て
1
月
21

日
（日
）に
お
祝
い
し
ま

す
。
神
現
祭
の
聖
体
礼

儀
に
引
き
続
き
「大
聖

水
式
」を
行
い
ま
す
。

各
自
、
専
用
の
聖
水
容

器
を
ご
持
参
の
上
、
ご

参
祷
く
だ
さ
い
。 

2024年のスケジュールについて 
・基本的に白河正教会への巡回を第一日曜日 
 とする（その日、仙台では代式祈祷） 

・基本的に中新田正教会への巡回を第四土曜日 
 とする（月によっては第五日曜日） 

・第五日曜日の司祭不在日は代式もお休み 

・基本的に月例パニヒダは第二日曜日 

・基本的に聖名日モレーベンは第三日曜日 

・執事会を第一火曜日開催とする 

・方舟会と婦人会は、第二日曜日、または第三 

 日曜日（月によって異なる） 

・ミニ講話は、臨機応変に組み入れる 

1月の集会は以下のように予定い

たします。 

【婦人会・方舟会】→14㈰ 

【ミニ講話】→28㈰ 

【聖堂清掃奉仕】→28㈰ 

【教会学校】→随時 

【聖歌隊練習日】→7㈰、21㈰  

【伝道会】17㈬、24㈬、31㈬、 

   （3㈬と10㈬は都合によりお休み） 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なくお申し出ください。 

セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
は
生
活
の
拠
点
を

東
京
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
郵
便
物
そ
の
他

は
、
東
京
（
ニ
コ
ラ
イ
堂
）
に
お
送
り
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


